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ほっと・氷川台

デイ サービスセンタ ー

  ほっと・ハウス・豊玉

　　　だより　１１ 月　
〒176－0012 練馬区豊玉北5-8-19

１泊２日（日曜日３食付）7,700円

１泊２日（平日　２食付）5,100円

＊平日の日中は通所介護利用

＊詳細はお問い合わせ下さい　

ご利用のお問い合わせお待ちし ており ます。

〈担当者〉宮下・桑原

 

 

 

  

 

 

 

 

 

TEL. 03- 5946- 4310 FAX. 03- 5946- 4311
http://www.hotspace.co.jp

e-mail:house@hotspace.co.jp

 

 

ほっと･ハウス・豊玉より  　

ほっと・氷川台デイサービスセンター こ の情報誌はＡ Ｓ Ａ 平和台のご協力を頂いています。
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ほっと・氷川台

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

だより １１ 月

 ショートステイ料金

デイサービスのご様子

  10月より、ほっと・氷川台デイサービス
センターのスタッフの一員となりました。
介護スタッフの市川です。どうぞ宜しくお
願い致します。
 初出勤の日は、緊張していた為、訳も解ら
ないまま、あっという間に終わってしまい
ました。家に帰り一日の事を思い出してみ
ると、印象に残っているのはスタッフの皆

さんの笑顔・送迎の時にお会いした御家族様の笑顔、そして御利用
者様の温かい笑顔でした。
 毎日、笑顔と接しているうちに緊張して強張っていた私の顔も気付
けば自然に笑顔になっていきました。一週間が瞬く間に過ぎ、ある
時先輩が教えてくれました。『いいっ、うちのスローガンは、来て
安心・過ごして安心笑顔のお土産ご自宅へ』よ！！それを聞いた私
は『そうだったのか、
だから笑顔が溢れてい
るのか』と妙に納得し
てしまいました。私も
これから御利用者様・
御家族の皆様に『笑顔
のお土産ご自宅へ』を
届ける事が出来る様に
精進して参ります。ど
うぞよろしくお願い致
します。

介護職員　市川茂男

　今年は8月の異常気象や9月の大型台風本土直撃で、秋の紅葉が心
配されたが、10月も終り近くになって、北の方からポツリポツリと
もみじの便りが届きはじめた。
　そういえば私もあちこちに〝紅葉狩（紅葉見物）〟に出掛けたな
あと思う。東北では平泉の〝中尊寺〟。奥入瀬渓谷から十和田湖へ

の森の中を抜ける道。中部地方では谷川岳山頂から見た雄大な景色（勿論ロープ
ウェイでの登りました）。それらの一つ一つにいろいろな思い出が残っている。
　しかしやはり紅葉といえば京都を中心とした奈良、近江（滋賀県、琵琶湖あた
り）の記憶が多い。
　個人的にははじめて関西へ出掛けたのは大学三年生の時だった。友人三人と京都
へ出掛けた。そしてはじめて嵯峨野を知った。だが随分昔のこと。今のようにラッ
シュ時の駅のような騒ぎはなかった。本を読んで名所旧跡を探し、素敵な建物や庭
園に出逢えた嬉しさは格別の記憶がある。その後子育ての時期一段落してから、友
人と毎年関西方面へ旅行に出掛けるようになった。最初は京都のお寺を次々に訪ね
たが、ある時奈良へ足を伸ばしたら、その年代的な歴史観、重厚さ、美しさはいち
だんと私を魅了した。
　奈良も京都も出掛けた場所を数えあげたらきりがない。だが私は有名な神社仏閣
より、どちらかというとひっそりしたたたずまいと場所が好きだった。そう、私は
もう丸二年も旅行に出掛けていない。ちょっと淋しい。（依）

　10月になると散歩日和になり、利用者
様を何回かに分けて、近所を１周（たま
に少し遠目の散歩）しました。利用者様
は、周りの樹木、空を見たり、風を受け
て、秋の気配を身体で感じられているご
様子でした。ディに戻ると「あ～気持ち
良かった」「散歩には、いい天気ねぇ」
と、とても気持ち良く行かれていまし
た。これから、晴天の時は、出来るだ
け、足のリハビリ、気分転換も兼ねて行
く日数が増えると思うので、お楽しみに
してくださいね。

— 笑顔のお土産ご自宅へ —



ほっと・氷川台ケアプランサービス

ほっと・氷川台ヘルパーステーション

　だより　１１ 月
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〒179-0084

練馬区氷川台3-19-7 井垣ﾋﾞﾙ2F

TEL.03-5921-3190 FAX.03-5921-3191

http://www.hotspace.co.jp

e-mail:info@hotspace.co.jp

登録ヘルパーさんを募集しています
●生活援助　  時給　1,400円～
●身体介護　  時給　1,900円～

※他に移動手当、奨励金制度があります。

ほっと・氷川台ヘルパーステーション

募集しています！●●

     練馬区桜台3-14-15　ルミエール102　

     ＴＥＬ　03-5946-2911

     ＦＡＸ　03-5946-2912

      練馬区氷川台3-19-7 　井垣ビル２階

    ＴＥＬ　 03-5921-3190

    ＦＡＸ 　03-5921-3191

傾聴ボランティアの
～ 聞き書き ～

ほっと・ハウス・仲町より

●日時：毎月第１・第３土曜日、午後１時半から４時のご都合のよいときにどうぞ

●場所：ほっと・氷川台デイサービスセンター(氷川台3－19－7井垣ビル)氷川台駅２番出口徒歩５分

●参加費：200円（会場費・お茶代）

連絡先：寺田和子　☎　0 9 0 – 8 7 7 2 – 9 1 5 7（麻雀ご希望の方は２､３日前にご予約を！）

（お問い合わせ先）

〒179-0083　練馬区平和台1-2-7　 TEL　03-3932-1123　　　FAX　03-3932-1124

〜認知症予防に麻雀、花札などしています、介護家族の方も一息つきにどうぞ〜

氷 川 台 三 丁 目 カ フ ェ
－麻雀からおしゃべりまで－

和 歌 の あ る 人 生 ( 7 )

弟がオムレツ届けてくれるという電話に 夫の笑顔ほころぶ 

● ご相談下さい●
介護保険に関するご相談をお受けいたして
おります。お気軽にお声を掛けてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   ほっと･氷川台ケアプランサービス

練馬区第２地区介護事業所地域連絡会より

　夫の２年のがん闘病で入院しているあいだ、週３回病院に通う私は、近くに住む弟夫
婦に支えられていました。家から弟の家までひと停留所歩くのですが、寒い季節は「お
姉様お迎えにいきます」と義妹から電話があり、弟夫婦が車を出してくれましたし、毎
日のように夕食を用意してくれました。弟はオムレツに凝っていて、ふわふわした食感
が夫のお気に入りでしたので、「今日はオムレツが届きますよ」というと、夫の顔が明
るくなるのです。
 夫は、最後の日まで清明で、午後、おやつをいただいてしばらくして旅たちました。
 悔いない看取りができたのも、支えてくれる家族がいたからだと感謝しています。

 参加者は１５２名でした。初めてのイベントであり、どうなるか心配していました
が、人気の血管年齢測定、骨密度測定だけでなく、各種講演会（下記参考）にも多く
のみなさまに参加していただき、健康長寿への関心の高さを実感しました。今年の反
省踏まえ、来年も同様の企画をしていきたいと考えています。よろしくお願いいたし
ます。

【講演内容】

「地域医療から地域ケアへ」  　練馬区医師会会長 伊藤 大介 氏

「口腔ケアと嚥下について」　　　　 練馬区歯科医師会会長 市川 弘之 氏

「薬の正しい飲み方」       練馬区薬剤師会会長 関口 博通 氏

「認知症の人と列車事故、そしてその後」　　　朝日新聞  友野 賀世 氏

「食事と運動で健康を保つ」      会員介護 スタッフ

「お口は元気のみなもとです」　　　  練馬区高齢社会対策課 清水 美歩 氏

　－10月12日平和台体育館２階会議室で開催されたイベント－

「住み慣れた地域で暮らし続けたい思いを支えたい」報告

　10月中旬、消防署に御協力頂いて、ほっと・ハウス・仲町の入居者・職員・食堂スタッフを対象と
した防災訓練を行ないました。消防署職員の方が４名、消防車も出動して頂き、普段とは違う緊張感
に気が引き締まります。各自の持ち場を確認して、訓練開始。食堂の方で「火事だー！！」と声があ
がり、一人が消火器を持って現場に急行、初期消火に努めます。

　一方では、落ち着いた行動をとるよう館内放送で皆に呼びかけるとともに、在・不在者の確認、傷
病者の有無などを管理者に報告します。そして出来る限り短時間で状況を把握し、職員が指示して建
物内にいる方々を外へ誘導していきます。実際の火災発生時はエレベーターが使用できないため、階
段で避難しなくてはなりません。その時は必ず手すりを
掴んで、注意深く降りていただく事が大切です。また、
予備の靴が部屋にあれば履いて避難することで、より安
全を確保できるようです。

　全員参加の訓練後は、希望者で消火器を使用した訓練
も行ないました。普段の時に消火器の設置場所を確認し
ておく、実際の運び方・取り扱い方法、目標物に向かっ
て放水訓練、危険な火災レベルの見分け方など、大変役
に立つ内容を丁寧に教えて頂けました。

　冬場は特に乾燥して火事のリスクも高まります。皆様
も日常における火災の危険に留意しながら生活して頂け
ればと思います。           　記：松谷

　7月、8月と猛暑の日々が続きましたが、その後、大型台風が何度も日本を直撃している
うちに急に秋らしい季節になりました。陽も、あっという間に落ち、夜が長くなってきま
した。たまには、虫の音を聞きながら、本でも読むなど、ゆったりとした時間を持ちたい

「秋の陽はつるべ落とし」長々し夜を楽しみましょ


